
Keynote Systemsサービス内容のご紹介 

 

Keynote Systemsのサービスは、以下の 4つの分野から成り立っています。 

以下に、それぞれの分野にどのようなサービスが属しているかを簡単に記しました。 

 

 Web Performance Monitoring 

 Application Perspective … WebサイトやWebアプリケーションの動作という観点での監視と

計測。計測には、Webブラウザシミュレータを利用。 

 Transaction Perspective … WebサイトやWebアプリケーションのパフォーマンスという観点で

の監視・計測サービス。計測には、実ブラウザ（IE9、Firefox5）を利用。 

 Cloud Application Perspective … プライベートクラウドのパフォーマンス計測と動作監視。1st 

Mile（クラウドコンピューティングのインフラ内）のパフォーマンスとインターネット経由でのパフ

ォーマンスを比較することで、パフォーマンス低下の原因がデータセンター側にあるのか、イ

ンターネット側にあるのかを明確にします。 

 Streaming Perspective … ストリーミングのパフォーマンス計測と動作監視。 

 Red Alert … FTP、SMTP、POP3、IMAP、NNTP、Telnet、Webの動作監視のサービス。 

 Private Agent … 企業内インフラに計測用アプライアンスを設置し、Webアプリケーションの

動作監視とパフォーマンス計測するサービス。 

 

 Mobile Monitoring and Testing 

 Mobile Device Perspective … 実機を使ったモバイルサイトのパフォーマンス計測と動作監

視。実機の CPUやメモリに依存したパフォーマンスを計測する。 

 Mobile Web Perspective … シミュレータを使ったモバイルサイトのパフォーマンス計測と動

作監視。実機の CPUやメモリ以外の要因（回線状況、コンテンツ内容）に依存するパフォー

マンスの詳細分析データを取得する。 

 

 Web Load Testing 

 Test Perspective … インターネット経由のアクセスによるセルフ負荷テストサービス。1,000～

10,000の単位で必要なだけ負荷を発生させることができる。 

 LoadPro … Test Perspective をより高度にしたコンサルティング付の負荷テストサービス。全

ての作業を Keynote側で請け負う。 

 

 Real User Experience Testing 

 Visitor Insights … Webサイトの実ユーザを集めて、Webのユーザ体験のヒアリングを行い、

ユーザビリティのレポーティングを行うサービス。 

 WebEffective … ユーザがWebサイト上でどのような操作を行っているかをトレースするだけ

でなく、どうしてそのような操作を行っているかを調査するツール。 

今回は特に、Web Performance MonitoringやMobile Monitoring and Testingで提供される各

種グラフについてご紹介します。 

 

  



Scatter Plot 

実測値をグラフに点として落とし込んだものです。平均値ではなく、それぞれの点が実測値を表

しており、それぞれの点をクリックすると詳細なデータを表示できるようになっています。 

緑の点が正常に表示できた計測を表し、黄色の点は一部エラーが生じた計測を表し、赤い三角

が全く表示できなかった計測を表しています。 

 

Time History 

パフォーマンスの値と可用性の状況を折れ線グラフで表したものです。時間軸での全体の傾向

を把握するのに便利です。 

 



Distribution 

ヒストグラム図です。全体の傾向を時間軸ではなく総合的に把握するのに便利なグラフです。 

グラフで表示される山が、裾野が狭く高い程、Web サイトの表示が安定している事を表していま

す。裾野が広かったり、頂上が複数あったりした場合は、Web サイトのパフォーマンスが一定して

おらず、アクセス数の増大に非常に影響を受けやすいことを表します。 

 

Object Trending 
昨今は自社ドメインのコンテンツだけでなく、サードパーティーのコンテンツ（広告、Twitter 連動、
Facebook連動など）を含める事が多くなりました。 
Object Trending は、パフォーマンスをドメイン別に表示することで、どのドメインのコンテンツが遅
延の要因になっているのかを明確にします。 

 

 



Transaction Page 

複数のページ遷移から成り立つ Transaction計測を行うことが可能になっています。例えば、ログ

イン→商品検索→商品詳細→カートに入れる→決済というような流れです。Transaction Page で

はその流れ毎のパフォーマンスを見ることができます。ユーザの体験している操作のどこがボトル

ネックになっているのかを正確に把握する事が可能になっています。 

 

Waterfall 

それぞれの計測点をクリックするとWaterfallが表示されます。 

このWaterfallを見ることによって、どのコンテンツが、どのような要因で遅くなっているのかを判別

することができます。 

 

 



計測拠点（日本における計測拠点は以下の通り） 

 

Web 
・NTT 
・KDDI 
Mobile 
・NTT Docomo 
・Softbank 
・KDDI（半年以内に準備の予定） 

 

Mobile については、インターネット経由での計測と 3G 回線での計測、両方ができます。両方の

経路で計測することで、携帯回線による遅延や障害かどうかを判別することができます。またシ

ミュレータの場合（Mobile Web Perspective）でも、携帯キャリアと契約した SIM カードを使って

Webサイトにアクセスするため、端末 ID が付与された形でアクセスが可能であり、携帯公式サイ

トや課金サイトの計測も可能になっています。（課金サイトの利用料金は、別途毎月末精算請

求） 

 

計測の間隔は、5・15・30・60分のいずれかを選ぶことができます。 

課金は、ページ数×計測数＝月間計測数で決まります。 

（1ページあたり 2MBまで。2MBを超える毎にもう 1ページ追加とみなします） 

 

 

計測スクリプト作成ツール KITE とMITE 

お客様は Keynote でパフォーマンスの計測を開始するに際し、自社 Web サイトへスクリプトを埋

め込む等の事前作業が一切発生しません。計測用スクリプトを専用ツールで作成して、Keynote

ポータルサイトにアクセスしてアップロードするだけで、計測が開始できます。ですから、自社サイ

トと競合会社のサイトのパフォーマンスの比較なども簡単に行うことができます。 

 

Web の計測の場合は KITE（Keynote Internet Testing Environment）、Mobile の場合は MITE

（Mobile Internet Testing Environment）を使います。 
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それぞれのツールはWebブラウザになっており、画面上での操作が全て記録されて自動的に計

測用スクリプトが生成されます。 

ですから、簡単にトランザクションテストを行う事が可能です。 

また、ローカル環境でのパフォーマンステストをこのツールで行う事も可能です。 

 

ASPサービスとして 1995年から提供されている計測サービスですので、ツール群やグラフも充実

しており、計測データの正確性や詳細な分析データも、全世界の企業が Keynote を選ぶ理由に

なっています。 

 

KITE とMITEは無料でダウンロード可能です。 

KITE … http://kite.keynote.com/ 

MITE … http://mite.keynote.com/ 

 

http://kite.keynote.com/
http://mite.keynote.com/

